
安心して住める町　いきいきと暮らせる町　ふるさとと呼べる町安心して住める町　いきいきと暮らせる町　ふるさとと呼べる町
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広報れいほく[vol.６５３]広報れいほく[vol.６５３]

2018
May
2018
May

５５

平成 30（2018）年５月 21 日発行［毎月 21 日発行］

こ
の
ま
ち
が
︑
好
き
だ
︒



３ 広報れいほく ２０１８ ５月号

町の動き
平成30年４月末現在

表紙　第１回「田んぼの学校inれいほく」（主催＝水土
里ネット苓北）で田植えを体験した志岐・富岡小の５年
生児童。言うことを聞かない足場では、苗をキャッチす
るのにも一苦労？　いや―。楽しくて、楽しくて――、
たまらないのだ。 （４月１8日、国道324沿いの田んぼ）

カレンダー（主な行事予定）

02
03
04
06
07
08

10

12
13

14
15
16
19
20

pickupPHOTO
目次
information 企画政策課
歴史を訪ねて　－第７４回－
チームぱくぱく/ひだまり
みんなのひろば

広報担当が聞く！ 役場のしごと

シリーズ No.2　Pickup 防災

社協だより
たっしゃかもん 
　　№206 金子 サツヱさん（鶴）
新人紹介
information 水道環境課
おしらせ
こせきのまど
苓北の景

2018（平成30）年
５月２１日（月）

目次

広報れいほく
vol. 653

６日

７日

９日

17日

23日

海開き（神事）

議会定例会（～８日　※予定）

福祉スポーツ大会

関西ふるさと苓北会総会・懇親会

天草郡市中学校
夏季総合体育大会（～24日）

日 月 火 水 木 金 土

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

6 June2018

日 月 火 水 木 金 土

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

7 July2018

１日

　　８日

12日

21日

22日

　

消防団夏季訓練

苓北町避難訓練
苓北さわやかクリーン作戦
（粗大ごみ収集日）

全国町村下水道推進大会
（於：苓北町、～１３日）

苓北じゃっと祭（花火大会）

天草苓北ペーロン大会

※（ ）は前月比

7,309人（－２）
男3,438人（－１）　女3,871人（－１）
世帯数　3,166戸（＋１）

　天草西海岸「春の窯元めぐり」は4/28～
5/6（9日間）、町内５窯元と天草町の４窯元
でありました。
　内田皿山焼では、同窯元が（花器・カップ
の）製作を手がける新たな天草陶磁器ブラン
ド『Amacusa』の「Amacusa MUSO」も展示
販売されていました（アーティスト古門圭一
郎氏監修、㉄ 商工観光課　☎○内１１５）。
　９日間で8,236人が、町内５窯元を訪れた
とのことです。

（５月４日、内田皿山焼）

天草西海岸  春の窯元めぐり

「Amacusa MUSO」

４月２１日（土）、午前９時頃、満開のツツジが見頃を迎えていた。
＝天草下島最高峰「天竺」（538ｍ）山頂、「天竺ツツジ祭り」（4/21～22）

４月２１日（土）、午後２時頃、苓北中男子は３位決定
戦（対本渡）に惜しくも敗れた。＝苓北中グラウンド

笠勝騏旗争奪第22回

中学校選抜ハンドボール苓北大会

第
13
回
天
竺
ツ
ツ
ジ
祭
り

22  広報れいほく ２０１８ ５月号  広報れいほく ２０１８ ５月号

pickupPHOTO
その時―、広報カメラはとらえた！

登
山
者
の
︑
安
全
を
願
う
︒

新
チ
ー
ム
︑
始
動
︒



45   広報れいほく ２０１８ ５月号広報れいほく ２０１８ ５月号

企画政策課 －information－

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今

年
も
年
に
一
度
の
「
関
西
ふ
る

さ
と
苓
北
会
総
会
」
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
田
嶋
町
長
を
は

じ
め
町
議
会
議
員
、
町
職
員
の

皆
さ
ま
を
お
招
き
し
て
盛
大
か

つ
楽
し
い
総
会
な
ら
び
に
懇
親

会
に
な
る
よ
う
役
員
一
同
、
ご
参
加
を
い
た

だ
け
る
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

旧
天
草
郡
市
に
は
、
２
市
13
町
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
現
在
は
、２
市
１
町
）こ
の
２
市
13

町
を
束
ね
た
団
体
が
「
関
西
天
草
郷
友
会
」

で
す
。
こ
の
関
西
天
草
郷
友
会
と
連
絡
を
取

り
合
い
な
が
ら
情
報
交
換
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

天
草
の
出
来
事
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
者

の
紹
介
や
義
援
金
の
募
金
活
動
な
ど
ふ
る
さ

と
天
草
・
苓
北
町
の
発
展
を
願
っ
て
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
会
員
相
互
の

親
睦
と
融
和
を
目
的
に
活
動
し
、
信
頼
で
き

る
ふ
る
さ
と
会
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

熊
本
震
災
復
興
の
義
援
金
募
金
活
動
、
熊

本
城
復
旧
義
援
金
募
金
活
動
に
も
参
加
し
て

参
り
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
復
旧
復
興
の
応

援
を
し
て
い
ま
す
。

　

関
西
ふ
る
さ
と
苓
北
会
は
、
今
年
で
27
周

年
で
す
。
毎
年
多
く
の
苓
北
町
出
身
者
に
お

集
ま
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
ご
高
齢
者

が
多
く
、
若
い
方
へ
の
参
加
を
促
す
活
動
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
年
々
参
加
者
が
減
少

し
て
い
く
と
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。　

　

旧
中
学
校
卒
業
同
窓
会
を
中
心
に
輪
を
広

げ
て
、
還
暦
記
念
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
活
動
な

ど
行
っ
て
い
ま
す
が
、
個
人
情
報
な
ど
に
よ

っ
て
、
な
か
な
か
前
に
進
み
ま
せ
ん
。
ふ
る

さ
と
会
は
、「
関
東
苓
北
会
」「
長
崎
苓
北
会
」

も
、
関
西
苓
北
会
と
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
等
お
集
ま
り
の

際
に
は
、
話
題
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
難

く
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
東
京
天
草
郷
友
会
の
お
招
き
で
総

会
に
出
席
し
て
、
苓
北
町
出
身
者
の
テ
ー
ブ

ル
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
す
る
と
、「
誰
々
の

妹
（
姉
）
で
す
」「
誰
と
誰
は
同
級
生
で

す
」
な
ど
話
し
か
け
ら
れ
、
思
い
出
が
蘇
り

ま
し
た
が
、
中
に
は
年
が
離
れ
て
い
て
か
み

合
わ
な
い
場
面
も
…
。

　

ふ
る
さ
と
会
は
、
思
い
出
の
宝
箱
で
す
。

宝
箱
の
引
き
出
し
に
は
（
自
分
か
ら
話
し
か

け
る
）
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
一
度
「
ふ
る
さ
と
会
」
に
勇

気
を
出
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

役
員
一
同
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

　
関
西
ふ
る
さ
と
苓
北
会

会
長
　
山
﨑
　
信
親　

　

長
崎
県
在
住
の
苓
北
出
身
者
な
ど
で
構
成

す
る
長
崎
苓
北
会
（
諸
谷
篤
生
会
長
）
の
総

会
お
よ
び
懇
親
会
が
４
月
28
日（
土
）、
長
崎

市
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
長
崎
県
知
事

（
代
理
）、
長
崎
市
長（
代
理
）、
田
嶋
町
長
や

山
本
議
長
な
ど
来
賓
を
含
め
約
60
人
が
出
席

し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、

苓
北
町
の
特
産
品
が
当
た
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ

ー
ム
で
会
場
は
大
盛
況
。
会
場
内
に
は
、
苓

北
町
の
写
真
を
展
示
し
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち

で
な
つ
か
し
い
と
言
う
声
が
聞
か
れ
、
ふ
る

さ
と
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
中

に
も
交
流
が
ま
す
ま
す
深
ま
っ
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

ジャンケンゲームで盛り上がる会場

ふ
る
さ
と
会
は
︑
思
い
出
の
宝
箱
で
す
︒

長
崎
苓
北
会
が

　
開
催
さ
れ
ま
し
た

○日時　平成30年６月17日（日）　　
　　　　受付：10時　開会：11時
○場所　大阪リバーサイドホテル
　　　　（JR大阪環状線「桜ノ宮西出口」）
　　　　大阪市都島区中野町５－１２－３０
　　　　　（☎０６－６９２８－３２５１）
○会費　　一人　８，０００円　　
　　　　　（ご夫婦二人　１４，０００円）

㉄　関西ふるさと苓北会　事務局　長井道延
　　☎０７９８－７７－６６５９
　　☎０８０－３７９３－６３１２
　　企画政策課　担当／宮﨑　☎○内 １５０

第27回
関西ふるさと苓北会

総会・懇親会のご案内

－information－ 企画政策課

　
　　　　　　
　この「苓北町暮らしの便利帳」は役場や出張
所での各種行政手続きのご案内や、防災・歴史

文化・観光などの地域情報・医療機関・子育て
支援情報・家庭ゴミの分別方法などの生活情報
に加え、企業・事業所の広告などを盛り込んだ
町の総合情報誌として、本年１０月末までに町
内全世帯への配布を予定しており、発行後は新
規転入世帯にも随時配布する予定です。

　なお、本誌の発行経費は掲載される広告料で
まかなわれ、公費の負担はありません。
　苓北町の暮らしの総合情報誌として、便利で
わかりやすく、町民皆さんに親しまれる冊子づ
くりに取り組みますので、ご理解とご協力をお
願いします。

各種行政手続きを網羅、全戸に配布

制作費用は全額広告料でまかなわれ、
公費負担なし

～
掲
載
す
る
広
告
募
集
へ
の
ご
協
力
を
～

　
﹁
苓
北
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
﹂
の
編
集
や
印
刷
︑
配
送

に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
は
︑
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
が
町
内
の
事
業
所
や
団
体
か
ら
募
集
す
る
広
告
掲
載

料
が
充
て
ら
れ
ま
す
︒

　
広
告
は
名
刺
サ
イ
ズ
程
度
の
大
き
さ
か
ら
掲
載
で
き

ま
す
の
で
︑
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

　
な
お
︑
広
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま

で
お
願
い
し
ま
す
︒

㉄　
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
八
代
支
店

☎
０
９
６
５
︱
３
２
︱
４
３
０
０

取締役常務執行役員の塩野勝氏（左）と田嶋章二苓北町長

官民協働事業でつくる町の総合情報誌  

「苓北町暮らしの便利帳」を共同発行します  
　苓北町では、株式会社サイネックス（大阪市中央区）との官民協働事業により、
「苓北町暮らしの便利帳」（総合情報誌）の共同発行に取り組みます。
　これに先立ち、５月９日（水）、苓北町役場庁議室において共同発行に係る協定
書調印式を行いました。

㉄　企画政策課　担当／川原　☎○内 ２１２

も
ろ
た
に
あ
つ
お
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前
回
の
要
点
は
、
次
の
通
り
で
す
。
山
崎

家
治
時
代
の
堀
切
は
、
戸
田
氏
の
破
城
後
に

一
旦
、
埋
め
戻
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
代
、
同

じ
場
所
に
浅
い
堀
切
が
再
度
、
造
営
さ
れ
た

事
が
判
明
し
ま
し
た
。
「
文
化
９
年
（
１
８

１
２
）
７
月
、
木
橋
か
ら
石
橋
に
架
け
替
え

ら
れ
た
」
と
の
文
献
記
録
は
、
後
代
の
堀
切

に
係
わ
る
事
柄
で
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
事
に
つ
い
て
調
査
区
の
断

面
図
を
元
に
、
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

新
大
手
門
口
の
地
表
と
堀
底
の
標
高
…
南
側

の
入
口
付
近
で
3
・
3
ｍ
。
堀
切
を
造
営
す

れ
ば
、
程
な
く
、
海
面
の
深
さ
に
達
す
る
事

が
分
か
り
ま
す
。
家
治
時
代
の
堀
底
は
、
海

抜
高
度
０
ｍ
に
留
め
て
あ
り
ま
す
。

石
柱
…
上
面
の
一
部
が
欠
け
て
い
ま
し
た

が
、
ト
ッ
プ
の
標
高
は
2
・
86
ｍ
で
し
た
。

石
橋
を
支
え
た
も
の
で
、
今
回
、
１
本
だ
け

の
発
見
で
し
た
。
上
面
は
、
地
表
か
ら
0
・

4
ｍ
の
深
さ
に
あ
り
、
一
辺
の
幅
20
㎝
、
長

さ
は
1
・
05
ｍ
。
下
部
に
、
は
め
込
み
式
の

台
座
が
あ
り
ま
し
た
。

大
型
の
切
石
…
後
代
の
堀
切
・
南
側
対
岸
を

構
成
す
る
切
石
で
す
。
北
側
・
上
辺
の
長
さ

は
1
・
3
ｍ
。
標
高
は
、
西
端
で
3
・
02
ｍ
、

東
端
で
2
・
83
ｍ
。
新
大
手
門
・
石
垣
と
の

幅
は
、
上
場
で
4
・
3
ｍ
、
下
場
で
3
・
9ｍ
。

　

直
下
に
は
、
切
石
に
沿
っ
た
形
で
２
枚
の

扁
平
な
敷
石
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
標
高

は
、
2
・
26
ｍ
。
こ
の
個
所
が
、
後
代
の
堀

底
に
な
り
ま
す
。

丸
石
群
…
大
小
様
々
な
丸
石
が
、
切
石
の
西

端
か
ら
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
長
さ
4
・
5

ｍ
、
幅
１
・
２
〜
１
・
８
ｍ
の
範
囲
で
す
。

最
も
大
き
な
石
は
、
長
さ
92
㎝
、
最
大
幅
54

㎝
、
大
方
は
、
長
さ
40
㎝
、
幅
30
㎝
程
度
で

し
た
。
こ
の
内
、
11
個
の
標
高
は
、
最
高
で

2
・
72
ｍ
、
平
均
し
て
2
・
51
ｍ
で
し
た
。

従
っ
て
、
切
石
直
下
の
敷
石
よ
り
も
25
㎝
高

い
所
に
存
在
し
た
事
が
分
か
り
ま
す
。
従
っ

て
、
後
代
の
堀
切
を
埋
め
戻
す
時
に
投
げ
込

ま
れ
た
石
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〔
山
崎
家
治
構
築
の
堀
切
と
の
比
較
〕　

断
面

図
を
見
て
頂
け
れ
ば
一
目
了
然
で
す
。
家
治

時
代
の
堀
切
を
、
黄
色
砂
土
と
褐
色
土
で
埋

め
た
後
に
、
後
代
の
堀
切
が
構
築
さ
れ
て
い

る
事
が
分
か
り
ま
す
。
石
柱
の
発
見
に
よ

り
、
石
橋
の
構
造
も
推
定
す
る
事
が
出
来
ま

す
。

〔
付
記
〕　

図
１
は
、
二
つ
の
時
代
の
堀
切
を

重
ね
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
後
代
の
堀
切
に

架
か
る
石
橋
は
、
石
柱
を
元
に
石
垣
Ｇ
の
南

端
下
に
埋
め
て
あ
っ
た
横
長
の
石
柱
を
、
組

み
合
わ
せ
ま
し
た
。
堀
切
の
深
さ
は
、
家
治

時
代
が
3
・
3
ｍ
、
後
代
の
も
の
が
1
・
0

ｍ
で
す
。

〔
結
語
〕　

新
大
手
門
石
垣
の
直
下
に
は
、
現

代
の
排
水
路
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
陸
繋
島

と
砂
洲
の
繋
ぎ
目
に
高
石
垣
を
築
い
て
、
堀

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
74
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
元
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

富
岡
城
跡
・
新
大
手
門
の
発
掘
調
査
と

　
　
　
　
　
　
　

  

整
備
事
業
報
告 

（14）

切
を
設
け
れ
ば
、
後
世
に
も
、
必
然
的
に
、

排
水
路
的
な
施
設
が
必
要
と
な
っ
た
事
が
現

場
の
状
況
か
ら
も
良
く
分
か
り
ま
す
。

苓北町歴史資料館へ出かけませんか。☎35-0712（休館日は毎週木曜日）

ほ
り
き
り

さ　

す

ぶ
ん 

か

は
じ
ょ
う

り
く
け
い
と
う

苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

　若葉の色が美しく、日中は、汗ばむ陽気に風が心地
よい季節となりました。
　支援センターでは、今までミシンの苦手だったママ
たちがスタイ作りに挑戦。「世界に一つだけのスタイ
ができた！」と満足度100％でした。
　もっと多くのママたちに、この喜びを味わってほし
いです。
　一度遊びに来てみ
ませんか？楽しいこ
と盛り沢山ですよ。
　お待ちしています。

■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
■開設場所　新ふれあい館　☎35－1270

　今回は、子ども達が大好きな
チーズをのせた人気メニュー、
「マカロニのチーズ焼き」を紹
介します。
　畑の肉といわれている栄養価
の高い大豆もたくさん入ってい
ます。旬の野菜をプラスして
も美味しいですよ。

今月の
坂瀬川保育園坂瀬川保育園坂瀬川保育園坂瀬川保育園 人気メニュー

「マカロニのチーズ焼き」

材 料（４人分）

玉ねぎ
マカロニ
水煮大豆
ベーコン
コンソメ
ケチャップ
とろけるチーズ

･････････････１５０㌘
････････････５０㌘
･････････１５０㌘

････････････４０㌘
････････小さじ1/2
･･････････３０㌘

･･･１００㌘

作り方
①マカロニは塩ゆでする。茹であが

　ったマカロニはザルにあげておく。

　玉ねぎは薄切りに、ベーコンは食

　べやすい大きさに切っておく。

②玉ねぎ、ベーコンを炒めて

　コンソメ・ケチャップで味をつける。

③大豆とマカロニを②の中に入れ

　混ぜ合わせる。

④③を耐熱皿に入れ、とろけるチーズ

　を上にのせる。

　オーブントースターで焼き色が

　つくまで焼く。

上手にできました

ママ頑張るぞ～

坂瀬川保育園のお友だち

図１　新大手門・堀切　イメージを加えた断面図

図２　新大手門の調査と整備
後代・堀切の検出状況（石柱・敷石・切石）

※写真左下：石垣Ｇ南端下に埋め込まれていた石材

お友だちと一緒に

石柱 敷石 切石Ｑ：１歳半過ぎても指しゃぶりがやめられません。
Ａ：無理してやめさせなくても大丈夫です。特に卒
乳後には、よく見られることです。神経質にな
る必要はありませんが、一日中しているような
ら、歯並びやかみ合わせに影響が出ることもあ
りますので注意が必要です。

　　手を使う遊びを促したりするなど他の物に興味
を向けるようにしてみましょう。指しゃぶりは、
子どもの心の不安定が引き起こすものなどと言
われて気にするママもいますが、そういうこと
ではありません。ゆっくり見守ってあげましょう。

ママたちのＱ＆Ａ

チームぱくぱく

地域で。家庭で。くらしに食育を。
将来を担う子どもたちを“食で育む命の応援団”

6月の共通メニュー

　ごぼうサラダ
　　　　（６月５日）

6月の共通メニュー

　ごぼうサラダ
　　　　（６月５日）



園
児
の
作
品

国照寺保育園 つばきぐみ  のおともだち

総務課広報係
☎○内２０７

苓北中学校３年１組 （男子１3人、女子１７人　計３０人）　　担任：梅本 祐美枝先生

学
校
自
慢

８９   広報れいほく ２０１８ ５月号広報れいほく ２０１８ ５月号

この欄は、みなさんと一緒につくるページです。楽しい行事やご要望など、お気軽に広報係へ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

な
ぎ
さ
五
月
句
会
よ
り

小
学
生
の
作
文

母の日のプレゼントにガラス絵の具を使
って写真フレームを作りました。
お母さんへのメッセージを、自分たちで
書いて入れました。

母の日のプレゼントにガラス絵の具を使
って写真フレームを作りました。
お母さんへのメッセージを、自分たちで
書いて入れました。

十
字
架
も
光
輝
く
聖
五
月

大
過
な
く
免
許
返
上
四
月
尽

奉
る
閼
伽
に
新
茶
の
香
り
か
な

風
船
の
飛
び
ゆ
く
先
は
大
天
主

過
疎
の
村
一
棹
だ
け
の
鯉
の
ぼ
り

つ
ば
く
ら
め
巣
繕
へ
る
嵩
高
し

田
打
ち
し
て
海
へ
と
続
く
濁
り
か
な

休
耕
田
借
り
て
幟
り
の
並
び
け
り

到
来
の
蕗
に
筍
酒
の
肴

若
葉
し
て
庭
の
広
さ
の
狭
ま
り
し

草
餅
を
作
り
て
待
ち
し
母
屋
か
な

入
学
児
ス
キ
ツ
プ
し
て
る
黄
色
帽

平
成
を
惜
し
み
つ
牡
丹
散
り
に
け
り

山
藤
を
揺
ら
し
て
午
後
の
睡
き
風

行
商
の
訛
り
に
つ
ら
れ
目
刺
買
ふ

せ
い

た
い
か

た
て
ま
つ

あ
　
か

じ
ん

か
さ

つ
く
ろ

か
　
そ

さ
お

に
ご

の
ぼ

ふ
き

せ
ば

た
け
の
こ

つ
ま

お
も
や

ぼ
た
ん

ね
む

な
ま

め
ざ
し

田
﨑
　
良
人

阪
本
　
礼
之

小
川
　
文
平

髙
戸
　
直
樹

浜
口
　
雅
英

森
　
恵
美
子

浦
﨑
　
満
志

森
田
　
和
子

山
下
　
恵
子

永
野
　
清
江

高
橋
　
正
美

三
原
　
千
秋

金
子
か
を
る

宮
﨑
　
益
美

田
中
美
津
子

都
呂
々
小
学
校
五
年
　
田
脇 

浩
貴
く
ん

た
　
わ
き

ひ
ろ
　
き

　

ぼ
く
が
五
年
生
で
が
ん
ば
る
こ
と
は
二
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
目
は
漢
字
を
覚
え
る
こ
と
で

す
。
似
た
字
な
ど
を
中
心
に
覚
え
て
い
き
た
い

で
す
。

　

二
つ
目
は
時
間
を
見
て
自
分
で
行
動
す
る
こ

と
で
す
。
自
分
で
起
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
自
分
で
起
き
る
練
習
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
二
つ
を
が
ん
ば
り
、
下
級
生
の
お
手
本

と
な
る
よ
う
な
五
年
生
に
な
り
た
い
で
す
。

つ
る  

た

都
呂
々
小
学
校
五
年
　
大
田 

剣
心
く
ん

お
お
　
た

け
ん
し
ん

　

ぼ
く
が
、
五
年
生
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と

は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
運
動
会
の
リ
レ
ー
で
す
。
味
方

に
ち
ゃ
ん
と
バ
ト
ン
を
わ
た
せ
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。
四
年
生

で
一
位
を
取
っ
た
の
で
、
五
年
生
で
も
、
一
位

を
取
り
た
い
で
す
。

「志望校合格に向けて挑戦し、協力し合い、
笑顔が絶えないクラスにする」

「志望校合格に向けて挑戦し、協力し合い、
笑顔が絶えないクラスにする」
クラスの自慢　３年１組は、元気で明るく、個性豊かな生
徒ばかりです。学級目標にあるように、志望校合格に向け
て全員で頑張っています。

クラスの自慢　３年１組は、元気で明るく、個性豊かな生
徒ばかりです。学級目標にあるように、志望校合格に向け
て全員で頑張っています。

クラスから先生へ　卒業まで行事、勉強、
部活など、一生懸命取り組んでいきます。
一年間、ご指導よろしくお願いします。

クラスから先生へ　卒業まで行事、勉強、
部活など、一生懸命取り組んでいきます。
一年間、ご指導よろしくお願いします。

先
生
か
ら
ク
ラ
ス
へ　
中
学
校
最
後
の
一
年
間
︒
最
高
の

な
か
ま
と
素
晴
ら
し
い
日
々
を
送
り
ま
し
ょ
う
︒

一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
を
発
揮
し
て
︑
活
躍
す
る
こ
と

を
応
援
し
て
い
ま
す
！

先
生
か
ら
ク
ラ
ス
へ　
中
学
校
最
後
の
一
年
間
︒
最
高
の

な
か
ま
と
素
晴
ら
し
い
日
々
を
送
り
ま
し
ょ
う
︒

一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
を
発
揮
し
て
︑
活
躍
す
る
こ
と

を
応
援
し
て
い
ま
す
！

「おかあさん 
　ありがとう！」

「
五
年
生
で
が
ん
ば
る
こ
と
」



た
い
と
思
い
ま
す
︒

広
報　

そ
も
そ
も
︑
〝
役
場
の
し
ご
と
〟

︵
行
政
︶
と
し
て
の
防
災
と
は
何
を
指
す

の
で
し
ょ
う
か
︒

課
長　

大
雨
や
台
風
︑
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
か
ら
町
民
皆
さ
ん
の
命
・
財
産
を
守
る

た
め
の
防
災
業
務
で
あ
り
︑
日
頃
か
ら
の

備
え
と
し
て
︑
避
難
訓
練
や
防
災
訓
練
の

実
施
︑
飲
料
水
や
食
料
・
防
災
用
品
の
備

蓄
︑
危
険
箇
所
の
改
修
︑
避
難
所
や
避
難

施
設
の
整
備
︱
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

広
報　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
い
な
い
災
害

に
備
え
て
町
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
︒
詳

し
い
中
身
に
つ
い
て
は
防
災
担
当
に
聞
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

２
０
１
５
年
６
月
の
大
雨
災
害
︒

２
０
１
６
年
１
月
の
大
寒
波
︒

２
０
１
６
年
４
月
の
熊
本
地
震
︒

２
０
１
６
年
６
月
の
巨
大
落
石
︒

　

近
年
︑
わ
た
し
た
ち
の
身
に
︑
暮
ら
し

に
︑
ふ
り
か
か
る
自
然
災
害
は
ま
さ
し
く
多

種
多
様
を
呈
し
て
い
ま
す
︒

　
近
年
の
災
害
を
振
り
返
り
ま
す

広
報　

2
0
1
5
・
6
・
11
︑
テ
レ
ビ
全
国

放
送
で
も
報
道
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
雨
が
降

り
ま
し
た
︒
2
0
1
6
・
4
・
14
︑
4
・

16
︑
熊
本
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
︒
改
め

て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
規
模
・
被
災
状
況

な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
︒

防
災　

2
0
1
5
・
6
・
11
の
大
雨
時
に

は
︑
苓
北
町
役
場
の
雨
量
計
で
１
日
雨
量

11 広報れいほく ２０１８ ５月号 10  広報れいほく ２０１８ ５月号

Pickup　防災広報担当が聞く！役場のしごと　シリーズ No.２
　

役
場
の
し
ご
と
シ
リ
ー
ズ
第
2
弾
は
︑

﹁
防
災
﹂
を
取
り
上
げ
ま
す
︒
担
当
す
る
の

は
総
務
課
で
す
︒
︻
回
答
者
︼
課
長
＝
山
﨑

秀
典
総
務
課
長
︑
防
災
＝
田
尻
康
彦
課
長
補

佐
︵
防
災
担
当
︶
︻
質
問
者
︼
広
報
＝
広
報

担
当

　
は
じ
め
に
︑
担
当
課
長
へ
質
問
で
す
︒

広
報　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

課
長　

は
い
︒

広
報　

ま
ず
は
︑
総
務
課
の
主
な
仕
事
︵
業

務
︶
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
︒

課
長　

条
例
等
の
立
案
な
ど
の
法
制
執
務
︑

職
員
管
理
︑
行
政
区
振
興
︑
財
産
管
理
︑
各

財
産
区
の
管
理
運
営
︑
広
報
︑
選
挙
︑
交
通

安
全
︑
電
算
シ
ス
テ
ム
︑
地
域
情
報
化
︑
防

災
・
消
防
︱
な
ど
︑
町
の
行
政
一
般
に
関
す

る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

広
報　

選
挙
︑
と
い
え
ば
今
年
度
は
町
長
・

町
議
会
議
員
の
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
ね
︒ 

課
長　

は
い
︒
今
年
度
は
任
期
満
了
に
よ
る

町
長
選
挙
︑
町
議
会
議
員
選
挙
執
行
の
年

で
す
︒

広
報　

も
う
日
程
な
ど
は
決
ま
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
︒

課
長　

ま
だ
︑
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
︒
正
式

に
は
︑
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
選
挙
日
程

を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
︑
過
去
の

例
か
ら
す
る
と
︑
本
年
９
月
頃
に
選
挙
管

理
委
員
会
議
で
諮
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
︒

広
報　

わ
か
り
ま
し
た
︒
そ
れ
で
は
本
日
の

テ
ー
マ
﹁
防
災
﹂
に
つ
い
て
聞
い
て
い
き

2
7
6
㎣
︑
午
前
6
時
か
ら
7
時
ま
で
の

1
時
間
で
62
・
5
㎣
を
観
測
し
ま
し
た
︒

各
避
難
所
等
に
は
︑
最
大
91
世
帯
︑

1
6
0
人
が
避
難
︑
こ
の
大
雨
で
︑
住
家

44
件
の
床
下
︑
床
上
浸
水
等
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
︒

　
　

2
0
1
6
・
4
・
14
︑
4
・
16
の
熊
本

地
震
で
は
︑
苓
北
町
で
震
度
４
の
地
震
が

発
生
し
︑
最
大
80
世
帯
︑
1
1
5
人
が
各

避
難
所
等
で
避
難
生
活
を
送
ら
れ
ま
し

た
︒

広
報　

発
災
後
に
︑
町
が
と
っ
た
対
応
は
ど

ん
な
も
の
で
し
た
か
︒

防
災　

大
雨
時
に
は
︑
志
岐
川
の
氾
濫
が
熊

本
県
の
情
報
等
か
ら
予
測
さ
れ
た
た
め
︑

志
岐
地
区
の
河
川
周
辺
に
避
難
勧
告
︑
そ

の
後
︑
町
内
河
川
の
増
水
に
よ
り
町
内
全

域
に
避
難
勧
告
︑
さ
ら
に
志
岐
地
区
︑
坂

瀬
川
地
区
に
は
︑
避
難
指
示
を
発
令
し
︑

河
川
︑
水
路
か
ら
離
れ
る
よ
う
︑
ま
た
︑

建
物
の
中
に
い
る
人
に
は
︑
２
階
や
建
物

の
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て
も
ら
う
よ
う

防
災
行
政
無
線
で
放
送
を
行
い
ま
し
た
︒

　

熊
本
地
震
で
は
︑
苓
北
町
で
震
度
４
未

満
の
地
震
で
あ
っ
て
も
天
草
地
域
︵
上
天

草
市
︑
天
草
市
︶
で
震
度
4
以
上
の
地
震

が
発
生
す
る
と
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
︵
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
︶
が
自
動
起
動
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
︑
町
民
皆
さ
ん
の

不
安
を
解
消
す
る
た
め
︑
防
災
行
政
無
線

で
苓
北
町
の
震
度
を
改
め
て
周
知
し
安
心

し
て
も
ら
う
よ
う
に
対
応
し
ま
し
た
︒

広
報　

適
切
ま
た
は
迅
速
な
対
応
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
か
︒
ま
た
発
災
後
の
職
員
の

参
集
状
況
は
ど
う
で
し
た
か
︒

防
災　

2
0
1
5
・
6
・
11
の
大
雨
は
︑
誰

も
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
豪
雨
で
︑
総

務
課
執
務
室
で
は
電
話
が
鳴
り
続
け
︑
電

話
対
応
に
追
わ
れ
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
の

を
記
憶
し
て
い
ま
す
︒
当
時
は
︑
職
員
で

助
け
合
い
な
が
ら
何
と
か
事
な
き
を
得
ま

し
た
が
︑
災
害
対
応
の
難
し
さ
を
改
め
て

痛
感
し
ま
し
た
︒

　
　

そ
の
後
︑
翌
年
３
月
に
︑
熊
本
県
指
導

の
も
と
6
・
11
の
大
雨
時
の
災
害
を
取
り

入
れ
た
想
定
で
苓
北
町
図
上
訓
練
を
実
施

し
︑
災
害
発
生
に
伴
う
電
話
対
応
や
各
課

へ
の
連
絡
体
制
な
ど
︑
自
分
︵
防
災
担

当
︶
も
含
め
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
し
た
︒
こ
の
よ
う
な
中
︑
翌
月
に

は
︑
熊
本
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
が
︑
こ

の
図
上
訓
練
の
成
果
も
あ
り
︑
以
前
よ
り

は
迅
速
な
対
応
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　
　

職
員
の
参
集
に
つ
い
て
は
︑
防
災
計
画

の
配
置
基
準
に
よ
っ
て
職
員
を
配
置
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒
た
だ
︑
熊
本
地
震

の
前
震
に
お
い
て
は
︑
震
度
4
の
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
が
︑
職
員
参
集
の
体
制
が

う
ま
く
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
翌

日
︑
役
場
大
会
議
室
に
全
職
員
を
集
め
︑

田
嶋
町
長
か
ら
災
害
発
生
時
に
職
員
は
ど

う
行
動
す
べ
き
か
︑
一
人
ひ
と
り
が
日
頃

か
ら
考
え
て
お
く
よ
う
に
と
の
訓
示
が
あ

り
ま
し
た
︒
こ
れ
を
受
け
︑
本
震
の
震
度

4
の
地
震
発
生
時
に
は
︑
全
て
の
職
員

が
︑
役
場
本
庁
や
各
出
張
所
等
に
出
動

し
︑
住
民
の
避
難
誘
導
や
避
難
所
運
営
な

ど
の
業
務
を
遂
行
し
ま
し
た
︒

広
報　

た
し
か
に
そ
う
で
し
た
︒
昼
夜
を
問

わ
ず
発
生
す
る
の
が
自
然
災
害
で
す
︒

防
災　

は
い
︒
で
す
の
で
近
年
の
災
害
を
教

訓
に
役
場
で
も
職
員
の
参
集
訓
練
を
︑
抜

き
打
ち
で
行
っ
て
い
ま
す
︒

広
報　

今
年
も
４
月
に
あ
り
ま
し
た
ね
︒
成

果
は
ど
う
で
し
た
で
し
ょ
う
︒

防
災　

全
職
員
︵
対
象
者
83
人
︶
を
対
象
に

参
集
訓
練
を
実
施
し
︑
訓
練
災
害
発
生
の

電
話
連
絡
を
し
て
か
ら
︑
早
い
職
員
で
５

分
以
内
︑
15
分
以
内
で
91
・
6
％
の
職
員

が
参
集
し
︑
40
分
で
全
て
の
職
員
が
登
庁

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

広
報　

実
際
に
行
動
し
て
み
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
ね
︒

広
報　

そ
れ
で
は
次
に
︑
わ
が
町
の
備
え
に

つ
い
て
︒
避
難
施
設
や
施
設
の
耐
震
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
︒

防
災　

指
定
緊
急
避
難
場
所
︵
災
害
発
生
ま

た
は
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
危
険

か
ら
逃
れ
る
た
め
の
避
難
場
所
︶
が
38
箇

所
︑
そ
の
内
︑
指
定
避
難
所
︵
災
害
時
の

拠
点
施
設
と
し
て
︑
情
報
・
物
資
・
食
事

の
提
供
な
ど
を
行
う
避
難
場
所
︶
が
19
箇

所
あ
り
ま
す
︒
施
設
の
立
地
条
件
な
ど
に

よ
っ
て
︑
災
害
の
種
類
で
避
難
す
る
と
こ

ろ
が
違
い
ま
す
の
で
︑
ご
家
庭
に
あ
る
防

災
マ
ッ
プ
で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
︒

※
各
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
防
災
マ
ッ
プ
が
理

解
し
に
く
い
︑
見
づ
ら
い
等
の
ご
意
見
を
頂

い
て
お
り
ま
す
の
で
︑
今
後
︑
内
容
等
を
見

直
し
検
討
し
た
う
え
で
︑
新
た
に
防
災
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
か
ら
︑
改
め
て
各
戸
へ
配
布

す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
︒
そ
れ
ま
で

は
︑
現
在
の
防
災
マ
ッ
プ
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
︒

　
　

耐
震
状
況
に
つ
い
て
は
︑
町
が
指
定
し

て
い
る
全
て
の
避
難
施
設
に
お
い
て
︑
耐

震
補
強
等
の
改
修
が
終
了
し
て
い
ま
す
の

で
︑
耐
震
化
率
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い

ま
す
︒

広
報　

備
蓄
類
は
あ
り
ま
す
か
︒

防
災　

現
在
︑
備
蓄
倉
庫
や
公
民
館
な
ど

に
︑
飲
料
水
︑
ビ
ス
ケ
ッ
ト
類
の
食
糧
︑

簡
易
ト
イ
レ
や
お
む
つ
類
を
備
蓄
し
て
お

り
ま
す
︒
こ
の
他
に
も
︑
日
赤
関
係
で
毛

布
類
を
ま
と
め
て
保
管
し
て
い
ま
す
︒

　

備
え
を
万
全
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
︑
大
切
な
の
は
何
よ
り
も
命
で
す
︒
発

災
後
︑
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
︑

﹁
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
﹂こ
と
を
大
前

提
に
︑
わ
た
し
た
ち
は
︑
お
互
い
を
助
け
合

う
こ
と
が
重
要
で
す
︒

自
主
防
災
会
を
推
進
し
て
い
ま
す　

広
報　

自
主
防
災
会
と
は
何
で
す
か
︒

防
災　

﹁
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
﹂
と
い

う
こ
と
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る
た
め
﹁
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
﹂
と

い
う
考
え
か
ら
︑
地
域
住
民
が
自
主
的
に

連
帯
し
て
防
災
活
動
を
行
う
任
意
団
体
が

自
主
防
災
会
で
す
︒
苓
北
町
で
は
︑
平
成

9
年
1
月
に
西
川
内
区
防
災
会
が
発
足

し
︑
現
在
︑
38
組
織
︵
42
行
政
区
︶
が
結

成
さ
れ
︑
84
・
2
％
の
組
織
率
と
な
っ
て

い
ま
す
︒

広
報　

な
ぜ
必
要
な
の
で
す
か
︒
ど
ん
な
役

に
た
ち
ま
す
か
︒

防
災　

地
震
や
豪
雨
災
害
な
ど
の
大
規
模
災

害
が
起
き
た
場
合
︑
消
防
や
警
察
な
ど
の

公
的
な
防
災
機
関
で
は
︑
同
時
多
発
的
な

災
害
の
発
生
に
対
し
て
十
分
な
対
応
が
期

待
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
︑

﹁
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
﹂
と
い
う
考
え
の
も
と
に
活
動
す
る
自

主
防
災
組
織
は
是
非
必
要
な
も
の
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　
　

自
主
防
災
組
織
に
よ
っ
て
︑
日
常
の
地

域
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
さ
ら
に
深
ま
り

ま
す
し
︑
訓
練
に
よ
っ
て
︑
初
期
消
火
活

動
と
し
て
地
域
住
民
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や

消
火
栓
を
使
っ
て
火
の
勢
い
を
食
い
止
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
︒

広
報　

頼
り
に
な
る
の
は
近
く
に
い
る
人
︑

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
︒

広
報　

つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す

か
︒
訓
練
な
ど
難
し
く
な
い
で
す
か
︒

防
災　

町
が
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
避
難
訓

練
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
自
主
防
災
組

織
と
し
て
の
活
動
要
件
は
満
た
し
ま
す
の

で
︑
未
結
成
の
区
で
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
た
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
ら
︑
総
務
課

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

広
報　

目
指
す
は
︑組
織
率
１
０
０
％
で
す
ね
︒

︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
お
わ
り
︶

　

苓
北
町
で
は
︑
過
去
を
教
訓
に
︑
想
定
し

う
る
災
害
の
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
常

に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
繰
り
返
し
︑
こ
の
ま
ち
で
生

き
る
人
が
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
︒

　
防
災
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
︑
左
記
ま

で
お
願
い
し
ま
す
︒

問　

総
務
課
防
災
係　
☎
○内
２
０
８

役場のしごと
広報担当が聞く！

シリーズ

No.2 防災

町の行政一般を担当する

総務課
Pickup

◆　
　

◆　
　

◆

◆　
　

◆　
　

◆

は
か

は
ん
ら
ん

は
っ
さ
い



適宜、追加
してください。

  広報れいほく ２０１８ ５月号広報れいほく ２０１８ ５月号

思い立ったら、すぐ行動。できることから、はじめてみる。

もしものときの、準備をする。

CHECK
防災

CHECK1
非常時の持ち出し品例

実際にチェックしてみましょう。 □飲料水（１人１日３㍑※目安、□食料
（乾燥米飯、ビスケット、板チョコなど）、
□衣類・下着類、□その他（　　　 ）

※定期的にチェックし、古くなったら交
換しましょう。

CHECK2
非常時の備蓄品例

CHECK3
非常（災害）時の行動
家族や親しい人と確認しておきましょう。

□　（持ち出し用の）リュックなど
□　携帯用飲料水
□　食料（　　泊分）
□　衣類（下着類、防寒着なども）
□　免許証や健康保険証のコピー、印鑑
□　現金（お札の種類も）
□　救急用品（絆創膏、包帯、脱脂綿、

消毒液、安全ピンなど）
□　洗面用具
□　生理用品
□　マスク
□　ティッシュやウエットティッシュ
□　懐中電灯（充電器類、予備電池も）
□　運動靴
□　筆記用具
□　ナイフ、はさみ
□　雨具、軍手
□　ポリ袋、コンビニ袋、新聞紙
□　防災マップ
□　家族の写真
□
□
□
□
□

①家からの
　避難場所

（災害によってちがう）

（前もって決めておく）

（氏名・関係・℡・住所など）

（連絡がとれないときどうするか）

②最終の
　避難場所

③緊急連絡先

④安否確認の
　方法

【非常時の電話番号】
１１０警察（苓北交番☎35-1122・天草警察
署☎24-0110）／１１９火事、救急（苓北分署
☎35-2244）／１７１災害伝言ダイヤル（音声
ガイダンス）／苓北町役場☎35-1111

あえて想像する、

地
震

津
波
、
台
風
、
洪
水
、

氾
濫
、
土
砂
崩
れ
、
地

滑
り
、
道
路
寸
断
、
落

石
、
大
寒
波
。
家
屋
崩

壊
、
浸
水
、
断
水
、
停

電
、
火
事―

、
孤
立
。

生命・財産

非常事態。

大雨大雨



問問

問問

問問

問問

　坂瀬川鶴、金子家の8人兄弟（男3人、女5人）の五女とし
て生まれる。
　坂瀬川小学校・中学校へと進学し、鶴の山・川・田んぼを
駆け回る活発な子であった。
　サツヱさんが中学１年生の時に兄たちが戦死した。実家の
農業を継ぐ人間がいなくなり、父親と二人で農業をすること
になる。
　２０歳の時に２歳年上の春義さんと親戚の勧めで結婚し、
春義さんを婿養子として迎え入れた。春義さんとは近所でも
顔見知りで、これから始まる結婚生活には全く不安は無かっ
た。
　炭鉱夫の春義さんとの二人三脚の生活はとても幸せで、４
人（男１人・女３人）の子宝にも恵まれた。
　幸せな生活が１０年を過ぎたある日、金子家を突然の悲劇
が襲う。
　春義さんが炭鉱の事故で急死してしまったのだ。
　突然の悲報に混乱し、悲嘆に暮れるサツヱさんであったが、
子供たちのために奮起する。農家と双川建設、二足の草鞋を
履く生活に踏み切った。
　窮地に陥った金子家であったが、サツヱさんと親戚・地域
の人の助けにより、子供たちも立派に育ち、気が付けば孫が
１０人、曾孫が６人という大所帯になっていた。
　「皆さんに支えられて幸せな生活を送れ、とても感謝して
います。自分の苦労話のようになってしまいましたが、これか
らもよろしくお願いします」
　涙ながらに語ったサツヱさんは、とても温かかった。

　　好きな食べものは？
　何でも好きですが、刺身が特に大好きです。
　好き嫌いは全くありません。体を動かせば何でも美味しかです。

　　好きな男性のタイプは？
　もう忘れた(照笑)…。今でもそうですが若いころは、俳優の
高橋英樹さんがタイプでした。笑顔と芸達者なところが大好
きです。サムライの演技が特に好きで、今でも良か男と思い
ます。

　　もし生まれ変わったら？
　今までしてきた農業もよかったですが、美容師になってみた
いです。
　この年になっても自分で髪を巻いたり、染めたりするくらい
美容には興味があります。
　仕事として、他の人を「綺麗に飾ってみたかなぁ」と思います。

　　私の健康法
　楽しみながら体を動かすことです。
　昔からどこに行くにしても徒歩で移動していましたし、今で
も老人会のグラウンドゴルフや農作業などで毎日体を動かし
ています。畑などの草刈りも自分で草刈機をからってします。
お陰様で腰も曲がらずピンとしています。
　また、自分が作った野菜を近所の人や孫たちに分けるのも楽
しみで、みんなの嬉しそうな顔を見るのがうれしくて野菜作
りをしています。

1213   広報れいほく ２０１８ ５月号広報れいほく ２０１８ ５月号

　平成３０年度の介護支援専門員実務研修受講試験が
下記のとおり実施されます。
○試験日時
　１０月１４日（日）午前９時４５分着席　
　　　　　　　　　午前１０時開始
○試験会場（予定）
　開新高等学校・九州学院高等学校・慶誠高等学校
※試験会場の指定はできません。また公共の交通機関
を使用してください。
○受験資格
保健、医療、福祉の分野で通算5年以上の期間、か
つ日数が９００日以上の実務経験を有する方（詳細
は「試験案内」に記載）
○試験案内配付・受験申し込み受付の期間
６月１日（金）～７月１０日（火）
○試験案内の配付場所
・苓北町社会福祉協議会（苓北町新ふれあい館）
・熊本県認知症対策・地域ケア推進課、熊本県高齢
介護福祉課
※どちらも土・日曜・祝日を除き、郵送による試験
案内の配付は行いません。

○受験申込の方法
「試験案内」巻末の専用封筒を使用し、１通につき
１名分を、必ず簡易書留により熊本県社会福祉協議
会〈福祉人材・研修センター〉宛に郵送してくださ
い（７月１０日の消印有効）。
※持参による申込書の受け付けは行いません。
○受験手数料
８，５００円
○実務研修の予定
試験合格者を対象に、実務研修を実施します。
①実施時期　１６日間（１月～５月の期間）
②実施会場　熊本市

孫１０人に曾孫が６人！
皆さんに支えられて幸せです！！

No.206

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ
心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

かね 　  こ さ　　　つ　　　え

（昭和４年２月１４日生まれ）満８９歳　鶴区在住
金子サツヱ さん

〒860－0842
熊本市中央区南千反畑町３－７
熊本県総合福祉センター　4階
☎０９６－３２２－８０７７
fax０９６－３２４－５４６４

　下記の日程により、第４０回苓北町福祉スポーツ大
会を開催いたします。

○ と　き　　６月９日（土）
　　　　　　 午前８時３０分開会
○ ところ　　苓北町体育センター

　苓北町福祉スポーツ大会は、老人クラブ、老人ホー
ム、障がい者施設、保育園などが、それぞれの体力に
応じたレクリエーション・ゲームを楽しみながら、コ
ミュニケーションの輪を広げ、健康で、豊かな生きが
いのある福祉社会の推進を図ることを目的として開催
します。

町民皆さま、多数ご来場ください。

《介護支援専門員実務研修受講試験》
実施されます

苓北町福祉スポーツ大会
開催します！

※この事業に係る費用は、共同募金地域配分金を
活用しています。

同級生と米寿祝い同級生と米寿祝い

あたた

ばあちゃん、孫、曾孫のスリーショットばあちゃん、孫、曾孫のスリーショット

問　熊本県社会福祉協議会　福祉人材・研修センター

、、、、

町内



▼
配
属
先　
企
画
政
策
課

▼
行
政
区　
松
原
区

▼
担
当
す
る
業
務　
統
計
・
地
域
間
交
流

　﹁
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
﹂

　
役
場
に
入
庁
し
︑
一
月
が
過
ぎ
ま
し
た
︒

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
︑
不
慣
れ
で
戸
惑

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
︑
一
日
で
も
早
く
仕

事
を
覚
え
︑
謙
虚
な
心
構
え
と
向
上
心
を
忘

れ
ず
︑
初
心
を
大
切
に
行
動
し
た
い
と
思
い

ま
す
︒
苓
北
町
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材

に
な
り
︑
町
民
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
る
職
員

を
目
指
し
ま
す
︒
未
熟
な
私
で
す
が
︑
ご
指

導
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

▼
配
属
先　
福
祉
保
健
課︵
健
康
増
進
室
︶

▼
行
政
区　
馬
場
区

▼
担
当
す
る
業
務　
栄
養
指
導

　﹁
笑
顔
で
が
ん
ば
り
ま
す
﹂

　
４
月
か
ら
福
祉
保
健
課
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
︒
管
理
栄
養
士
と
し
て
町
民
の
皆
様
の

健
康
増
進
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
に
︑
で
き

る
だ
け
早
く
仕
事
を
覚
え
て
︑
町
民
の
皆
様

か
ら
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
職
員
に
な
り
た

い
で
す
︒
１
日
１
日
を
大
切
に
︑
多
く
の
こ

と
を
学
べ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
︒
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
ご
迷

惑
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
︑
初
心
を
忘
れ
ず
︑
常
に
笑
顔
で
頑
張
り

ま
す
︒
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
︑
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
︒

▼
配
属
先　
税
務
住
民
課

▼
行
政
区　
城
下
区

▼
担
当
す
る
業
務　
総
合
窓
口

　﹁
元
気
に
が
ん
ば
り
ま
す
﹂

　
４
月
か
ら
税
務
住
民
課
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
︒
３
月
に
天
草
工
業
高
校
を
卒
業
し
ま

し
た
︒
ま
だ
︑
知
識
も
浅
く
社
会
人
と
し
て

も
未
熟
で
す
が
は
や
く
仕
事
を
覚
え
︑
住
民

の
方
々
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
︒
私
の
課
で
は
住
民
の
方
々
と

接
す
る
機
会
が
多
い
の
で
︑
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
笑
顔
で

丁
寧
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
︒
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

宮
﨑 

　
望
︵
30
歳
︶

中
元 

　
和
︵
22
歳
︶

児
玉 

千
聖
︵
18
歳
︶

新規採用職員を紹介します
本年度採用の３人に、仕事に対する意気込みや目標を聞きました。

（原文のママ掲載）

み
や 

ざ
き          

の
ぞ
み

な
か 

も
と          

の
ど
か

こ   

だ
ま      

ち   

さ
と
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新人紹介

河川水質検査項目と基準

1 松原川上流

気温
水温
COD
DO
pH
BOD
大腸菌
群　数

単位
℃
℃
mg/ℓ
mg/ℓ
― 
mg/ℓ

MPN/100㎖

H29.3
9.3
8.7
1.9
11.5
7.8
0.5
170

H30.2
3.3
4.5
0.9
11.7
7.8
1.1
110

2 上津深江川

気温
水温
COD
DO
pH
BOD
大腸菌
群　数

単位
℃
℃
mg/ℓ
mg/ℓ
― 
mg/ℓ

MPN/100㎖

H29.3
13.9
8.6
1.7
11.9
8.1
0.5
130

H30.2
3.9
4.5
1.2
11.7
7.9
0.6
130

3 志岐川下流

気温
水温
COD
DO
pH
BOD
大腸菌
群　数

単位
℃
℃
mg/ℓ
mg/ℓ
― 
mg/ℓ

MPN/100㎖

H29.3
13.1
12.0
2.2
11.1
7.8
0.5
170

H30.2
4.5
6.5
2.1
11.2
7.8
0.6
490

4 都呂々川下流

気温
水温
COD
DO
pH
BOD
大腸菌
群　数

単位
℃
℃
mg/ℓ
mg/ℓ
― 
mg/ℓ

MPN/100㎖

H29.3
12.8
9.0
2.1
11.6
8.2
0.5
130

H30.2
2.5
5.0
1.6
12.0
8.0
0.5
230

項　目
COD
DO
pH
BOD

大腸菌群数

参考値（環境基準 水域類型Ａ基準）
基準なし
7.5mg/ℓ以上
6.5～8.5
２mg/ℓ以下
1000MPN/100mℓ以下

【ＣＯＤ】化学的酸素要求量　　
　数値が高いほど、水中の汚濁物質の量が多いことを表す。
【ＤＯ】溶存酸素
　水中に溶けている酸素量をいい、汚染された水中ではその含量は少なく、水がきれいで
あるほどその温度における飽和量に近い。（２０℃の純水の飽和溶存酸素量は８．８４㎎ /ℓ）
【ｐＨ】水素イオン濃度
　ｐＨ７．０は中性で、これよりも値が大きくなるとアルカリ性が強くなり、これより値が
小さくなると酸性が強くなる。
【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量　
　値が大きければ有機物（腐敗性物質）濃度が高く、水質が汚濁していることを表す。
【大腸菌群数】
　水中に含まれる大腸菌群の数をいい、人・動物のし尿に混入して流れ込み汚染するも
ので、菌の有無、または多少によって、衛生学的安全性が確認できる。

分析項目の数値の見方

□問　水道環境課　担当／松野　☎○内１２９□問　水道環境課　担当／松野　☎○内１２９

　苓北町環境基本計画に基づき、町内の13河川において年１回
の水質調査を行っています。今回は、各地区の主な４河川の検
査結果（平成29年・30年）と、沖ノ田川の河川中および旧坂瀬
川公民館敷地内の土壌中のダイオキシン類の測定結果を公表し
ます。
※詳しい検査結果は、水道環境課で見ることができます。

河川水の水質検査結果を公表
４河川全てで基準を満たす

河川・土壌中のダイオキシン類も基準値以下に

1

2

3

4

数値の見方

１Pg（ピコグラム） ＝１兆分の１

TEQ＝最も毒性の高い物質に換算した量

土壌中のダイオキシン類
　測定場所　　旧坂瀬川公民館敷地内
　測 定 日　　平成２９年１１月１７日
　調査結果　　３．３ pg-TEQ/g-dry
　環境基準　　1,000 pg-TEQ/g-dry以下
河川中のダイオキシン類
　測定場所　　沖ノ田川
　測 定 日　　平成２９年１１月２７日
　調査結果　　0.075pg-TEQ/L
　環境基準　　1pg-TEQ/L

ダイオキシン類測定調査結果
土壌中のダイオキシン類
　測定場所　　旧坂瀬川公民館敷地内
　測 定 日　　平成２９年１１月１７日
　調査結果　　３．３ pg-TEQ/g-dry
　環境基準　　1,000 pg-TEQ/g-dry以下
河川中のダイオキシン類
　測定場所　　沖ノ田川
　測 定 日　　平成２９年１１月２７日
　調査結果　　0.075pg-TEQ/L
　環境基準　　1pg-TEQ/L

ダイオキシン類測定調査結果

－information－ 水道環境課 
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 ☎35-1111　　FAX 35-2454

INFORMATION

掲載希望は総務課広報係へ

お知らせ

町か
らの
お知らせ、くらしの情報

1617

▼
作
業
名　

林
道
維
持
作
業

▼
作
業
内
容　

町
が
管
理
す
る
林
道
の
除
草
・

清
掃
作
業
等

▼
募
集
対
象　

苓
北
町
に
住
所
を
有
し
、
年

間
を
通
じ
て
作
業
に
従
事
で
き
る
人
で
刈

払
機
作
業
安
全
教
育
を
受
講
済
み
も
し
く

は
採
用
決
定
後
早
急
に
受
講
が
見
込
め
る

人
▼
募
集
人
数　

２
人
程
度

▼
雇
用
予
定
期
間　

６
月
11
日
〜
平
成
31
年

２
月
28
日　

※
１
回
の
雇
用
期
間
は
２
カ

月
間
以
内
で
す
。

▼
出
勤
日
数　

15
日
程
度
／
月

▼
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　

〜
午
後
５
時
15
分

▼
そ
の
他　

雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
賃
金　

日
額
６
，０
０
０
円

▼
募
集
期
間　

５
月
28
日
㊊

▼
申
し
込
み
方
法　

役
場
農
林
水
産
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
﹇
日
本
工
業
規
格

（
J
I
S
）
様
式
﹈
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
刈
払
機
作
業
安
全
教

育
を
受
講
済
の
方
は
受
講
済
証
の
コ
ピ
ー

も
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法　

選
考
の
日
時
、
方
法
は
後
日

申
込
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

問　

農
林
水
産
課　

担
当
／
宮
﨑

　
　

☎
○内
１
１
８

（
戸
建
て
木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
事
業
助
成

制
度
）

①
耐
震
改
修
設
計
費
助
成
制
度

　

耐
震
性
向
上
の
た
め
に
耐
震
改
修
設
計
を

行
う
住
宅
に
は
、
費
用
の
一
部
を
助
成
。

▼
対
象　

町
内
に
あ
る
個
人
所
有
の
戸
建
て

木
造
住
宅
で
、
現
に
住
宅
所
有
者
の
居
住

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
（
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
、
耐
震
診
断

の
結
果
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
、

「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と
判
定
さ

れ
た
住
宅
）

▼
助
成
額　

設
計
費
用
の
２
／
３
以
内
（
上

限
額
＝
20
万
円
）

②
耐
震
改
修
工
事
費
助
成
制
度

耐
震
診
断
の
結
果
、
補
強
な
ど
の
改
修
工

事
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
に
は
、
工

事
費
用
の
一
部
を
助
成
。

▼
対
象　

①
に
同
じ

▼
助
成
額　

改
修
費
用
の
１
／
２
以
内
（
上

限
額
＝
60
万
円
）

③
建
替
え
工
事
費
助
成
制
度

耐
震
診
断
の
結
果
、
建
替
え
工
事
が
必
要

と
判
定
さ
れ
た
住
宅
に
は
、
工
事
費
用
の

一
部
を
助
成
。

▼
対
象　

①
に
同
じ

▼
助
成
額　

改
修
費
用
の
23
％
以
内
（
上
限

額
＝
60
万
円
）

④
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事
費
助
成
制
度

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事
に
要
す
る
工
事
費

用
の
一
部
を
助
成
。

▼
対
象　

町
内
に
あ
る
個
人
所
有
の
戸
建
て

木
造
住
宅
で
、
現
に
住
宅
所
有
者
の
居
住

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
（
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
も
の
）

▼
助
成
額　

工
事
費
用
の
１
／
２
以
内
（
上

限
額
＝
20
万
円
）

※
い
ず
れ
も
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
役
場
総
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
募
集
に
つ
い
て
は
、
改
修
設
計
＝
１
戸
、

改
修
＝
１
戸
、
建
替
え
＝
１
戸
、
シ
ェ
ル

タ
ー
＝
１
戸
の
予
定
で
す
。

問　

総
務
課　

担
当
／
田
尻　

☎
○内
２
０
８

▼
補
助
対
象
者　

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人
で
、
住
居
の
増
改
築
や
補
修
な
ど
の
リ

フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
、
廃
屋
の
解
体
を
予
定

し
て
い
る
人
（
廃
屋
の
解
体
に
つ
い
て
は

住
所
要
件
を
要
し
な
い
）
②
町
内
施
工
業

者
（
苓
北
町
競
走
契
約
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
提
出
事
業
者
、
ま
た
は
苓
北
町

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
事
業

者
）
③
世
帯
の
合
計
所
得
〈
H
30
年
度

（
H
29
年
分
）
〉
が
５
０
０
万
円
以
下
の

者
※
着
工
は
補
助
金
交
付
決
定
後
と
し
ま
す
。

交
付
決
定
前
に
着
工
さ
れ
た
場
合
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
交
付
決
定
は
７
月
上
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
金
の
額　

補
助
対
象
工
事
（
対
象
工

事
費
10
万
円
以
上
）
の
額
の
１
／
10
に
相

当
す
る
額
と
し
、
10
万
円
（
千
円
未
満
切

り
捨
て
）
を
限
度
と
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
工
事
等　

▽
屋
根
の
ふ
き
替

え
、
防
水
、
塗
装
等
の
外
装
工
事
▽
床

材
、
壁
材
及
び
天
井
材
の
張
り
替
え
等
の

内
装
工
事
▽
ド
ア
の
取
替
え
、
襖
・
障
子

の
張
り
替
え
、
窓
（
サ
ッ
シ
）
等
の
建
具

工
事
▽
畳
の
入
れ
替
え
、
表
替
え
等
の
畳

工
事
▽
浴
室
、
台
所
、
ト
イ
レ
等
の
水
回

り
の
改
修
工
事
▽
配
線
、
ス
イ
ッ
チ
、
コ

ン
セ
ン
ト
設
置
等
の
電
気
設
備
工
事
▽
対

象
工
事
に
関
連
し
て
行
う
解
体
工
事
▽
廃

屋
の
解
体
、
撤
去
及
び
処
分
を
行
う
工
事

▽
そ
の
他
町
長
が
適
当
と
認
め
る
工
事

▼
補
助
対
象
外
工
事　

▽
新
築
工
事
▽
他
の

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
工
事
▽
外
構
工

事
（
建
物
本
体
以
外
の
外
部
廻
り
の
工
事

▽
車
庫
、
物
置
、
倉
庫
の
工
事
▽
太
陽
光

発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
▽
シ
ロ
ア
リ
駆
除
等

の
薬
剤
散
布
や
塗
布
▽
住
宅
に
附
属
さ
せ

る
移
動
、取
り
外
し
可
能
な
機
器
又
は
製
品

▼
受
付
期
間　

６
月
１
日
㊎
〜
同
22
日
㊎
ま

で
。
※
閉
庁
時
を
除
き
ま
す
。

▼
補
助
金
交
付
の
決
定　

受
付
期
間
終
了

後
、
補
助
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。
な

お
、
交
付
申
請
額
の
合
計
が
町
予
算
を
超

え
る
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

▼
提
出
書
類　

補
助
金
交
付
申
請
書
及
び
添

付
書
類
。
提
出
書
類
の
様
式
は
役
場
企
画

政
策
課
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

で
す
。

問　

企
画
政
策
課　

担
当
／
川
原

　
　

☎
○内
２
１
２

苓
北
町
で
は
、
平
成
24
年
２
月
に
株
式
会

社
R
y
u
n
（
代
表
取
締
役
＝
山
田
武
氏
、

熊
本
県
出
身
）
か
ら
あ
っ
た
「
母
し
ゃ
ん
の

子
守
唄
〈
原
作
／
丸
木
政
臣
（
講
談

社
）
〉
」
映
画
化
事
業
の
協
賛
依
頼
に
対

し
、
事
業
所
・
行
政
区
・
個
人
か
ら
総
額

１
，２
２
９
，８
５
０
円
の
協
賛
金
を
受
け

付
け
ま
し
た
が
、
事
業
の
進
捗
に
鑑
み
、
全

額
を
返
還
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

協
賛
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

返
還
は
、
本
年
４
月
19
日
を
も
っ
て
完
了

し
ま
し
た
（
３
月
に
関
係
各
位
へ
通
知
）
。

問　

企
画
政
策
課　

担
当
／
川
原

　
　

☎
○内
２
１
２

農
林
水
産
課
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

「
母
し
ゃ
ん
の
子
守
唄
」協
賛
金
の

返
還
に
つ
い
て

犬
・
猫
の
避
妊
お
よ
び
去
勢
手
術
費

の
助
成
制
度

地
震
か
ら
あ
な
た
の
「
家
・
生
命
・
財
産
」

を
守
る
助
成
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
支
援
事
業
補
助

金
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

▼
対
象　

町
内
在
住
の
飼
育
者
が
飼
っ
て
い

る
犬
・
猫
（
犬
は
登
録
・
注
射
済
）

▼
助
成
額
１
頭
あ
た
り　
▽
犬
＝
１
０
，０
０
０

円
▽
猫
＝
５
，０
０
０
円

▼
条
件　

本
年
度
中
、
一
世
帯
に
つ
き
１
頭

ま
で
と
し
ま
す
。
必
ず
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

水
道
環
境
課　

担
当
／
櫻
井

　
　

☎
○内
１
４
０

６
月
１
日
は
全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。
人
権
問
題
を
は
じ
め
家
庭
内

の
こ
と
、
相
続
問
題
、
金
銭
問
題
、
相
隣
関

係
な
ど
で
お
悩
み
、
お
困
り
の
人
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
１
日
㊎　

10
時
〜
15
時

▼
場
所　

苓
北
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員　

苓
北
町
人
権
擁
護
委
員

問　

税
務
住
民
課　

担
当
／
田
中
慎

　
　

☎
○内
１
０
６

学
習
活
動
や
学
校
施
設
を
公
開
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
観
く
だ
さ
い
。
※
就
学
・
進
学

に
つ
い
て
は
別
途
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
学

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

▼
期
日　

▽
小
学
部
＝
６
月
６
日
㊌
▽
高
等

部
＝
６
月
７
日
㊍
・
８
日
㊎　

※
中
学
部

は
10
月
に
行
い
ま
す
。

▼
時
間　

▽
小
学
部
＝
10
時
〜
11
時
55
分
▽

高
等
部
＝
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所　

天
草
支
援
学
校
（
天
草
市
本
町
新

休
９
７
２
）

▼
内
容　

学
校
概
要
説
明
、
公
開
授
業

申
□問　

熊
本
県
立
天
草
支
援
学
校

　
　
　
教
頭
／
江
藤　

☎
23
―
０
１
４
１

　
　
　

▼
日
時　

６
月
27
日
㊌
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
内
容　

▽
事
業
説
明
▽
公
開
講
座
「
職
業

レ
デ
ィ
ネ
ス
テ
ス
ト
紹
介
講
座
」
▽
個
別

相
談
会

▼
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
天
草
２
Ｆ
会
議
室

▼
対
象　

15
〜
39
歳
の
人

※
参
加
無
料

※
天
草
出
張
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

別
途
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
９
６
―
３
６
５
―
０
１
１
７

 
▼
日
時　

７
月
13
日
㊎
▽
給
油
取
扱
所
＝
9

時
30
分
〜
昼
12
時
30
分
▽
そ
の
他
＝
13
時

30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所　

天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
間　

６
月
４
日
㊊
〜
同
15
日
㊎

※
申
込
書
は
熊
本
県
危
険
物
安
全
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。

問　

苓
北
分
署　

☎
35
―
２
２
４
４

　
　「

第
33
回
天
草
宝
島
国
際

　
　
　
　
　
　
　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」

▼
期
日　

６
月
10
日
㊐

▼
時
間　

午
前
７
時
10
分
〜
午
前
11
時

▼
規
制
区
間　

国
道
３
２
４
号
の
坂
瀬
川
三

差
路
（
味
千
苓
北
店
手
前
）
か
ら
天
草
市

佐
伊
津
（
明
瀬
三
差
路
）
ま
で

問　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
事
務
局

　
　

☎
０
８
０
―
８
３
８
５
―
７
０
０
５

▼
日
程　

６
月
14
日
㊍
・
15
日
㊎

　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
場
所　

苓
北
町
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
・
在
勤
者
、
町
内

学
生
（
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
試
合
形
式　

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦
（
経
験
年

数
に
よ
り
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
つ
に
ク
ラ
ス

分
け
）

▼
参
加
料　

６
０
０
円
／
人

▼
申
し
込
み　

６
月
８
日
㊎
ま
で

申
□問　

協
会
事
務
局
（
役
場
内
／
田
中
由
）

　
　
　

☎
○内
１
２
２　
　

35
―
１
１
９
７

「
天
支
に
き
て
み
ん
ね
デ
ー（
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
）」　

天
草
支
援
学
校

公
開
講
座
in
天
草

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

春
季
苓
北
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会



・弔　慰　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるもの

への賛助
・接　遇　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加に

係る経費
・みやげ・記念品　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係

る経費
・その他　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

善意の寄附 ありがとうございました

こせきの窓 ４月受付分

　
　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者

出来町　　松下　京平（きょうへい）
中　通　　池田　帆花（ほのか）　
中　通　　野田晃太郎（こうたろう）
城　下　　藤瀬　乃愛（のあ）

　区  名　　　夫　氏　名    　　 　区　名　　　妻　氏　名

西　原　山下　拓哉　　西　原　中村　佳菜
西川内　山下　結城　　木　場　山﨑三保子
八　区　倉田　公平　　天草市　萩原　胡桃
城　下　川口　健太　　城　下　瀬﨑　真帆
和　田　野﨑　陽三　　和　田　江﨑　鈴子

　区  名　　 　 　氏　　名　　         年齢

川　向　　松田扶美子　　　85歳
春の迫　　尾﨑　武雄　　92歳
中　通　　杉本キミエ　　97歳
松　原　　溝上八重子　　85歳
浜之町　　野島　　力　　86歳
中　通　　林田ヨシ子　　101歳

●社協寄付（４月受付分）
尾﨑　隆雄さん　　松田　敬介さん　　
尾﨑　正博さん　　杉本　栄造さん　　
野島　啓子さん　　林田　道久さん　　
　
●広報れいほく郵送料寄付（H30.4.16～H30.5.15）
阪本　勲史さん（京都府）　　福田　　仁さん（静岡県）
濵﨑　志麻さん（神奈川県）　　山田　由美さん（兵庫県）
永田すみ子さん（東京都）

〈新生活運動の推進〉お返しは廃止し、お礼状を送りましょう
（敬称略）

お悔やみ申し上げます （敬称略）

忠相・瑞穂
光世・麻衣
　寿　・幸子
泰司・綾子

子どもの急な病気の相談に応じます

■ただし、ダイヤル回線、ＩＰ電話、光電話からは
　☎０９６－３６４－９９９９

☎＃８０００番

■受付日時　平日：19時～翌８時
　　　　　　土曜：15時～翌８時
　　　　　　日・祝： ８時～翌８時

天草保健所

　返礼品を新たに登録しました。
　【商品名】〈苓北限定〉四郎の手みやげ

【商品説明】
熊本豚骨ラーメン、太平
燕、天草の塩を使ったクッ
キーの詰め合わせです。

　町ＨＰからご覧いただけます。

 □問  総務課  ☎○内２０７

◎天草苓北ふるさとづくり寄附金

　国民年金は、日本国内に住所がある２０歳以上６０歳
未満の人すべてが加入する制度です。届け出を忘れる
と、将来受けとる老齢基礎年金の年金額が少なくなった
り、受けられなくなったりすることがあります。
　また、不意の事故や病気で障害が残ったり、万一、亡
くなられたりしたときに、障害基礎年金や遺族基礎年金
が支給されなくなるおそれがあります。
　次のようなときには役場への届け出が必要ですので忘
れずに行ってください。

●２０歳になったとき
　厚生年金保険に加入していない人が２０歳になったと
きは、国民年金第１号被保険者になります。
●会社を退職したとき
　会社などに勤めていて厚生年金保険に加入している人
は、国民年金第２号被保険者になっています。６０歳に
なる前に会社などを退職したときは、国民年金第１号被
保険者になります。
●被扶養配偶者の収入が増えたとき、被扶養配偶者の配
偶者が退職したとき
　会社などに勤めていて厚生年金保険に加入している人
の被扶養配偶者（２０歳以上６０歳未満）は、国民年金
第３号被保険者になっています。パート収入などが増え
て、扶養からはずれたときや配偶者が退職して厚生年金

保険加入者でなくなると、第１号被保険者になります。
　上記に該当する場合には、役場に「国民年金被保険者
関係届書」を提出することになります。
●免除制度などが利用できます
　平成３０年度の国民年金第１号被保険者の保険料は月
額１６，３４０円です。
　国民年金保険料を納めることが経済的に困難なときに
は、免除制度や学生納付特例制度があり、役場または年
金事務所へ申請することにより、承認されると保険料の
納付が免除または猶予され、保険料の未納を防止できる
ことになっています。

　日本年金機構の職員になりすまして電話をかけ、基礎
年金番号やマイナンバー（個人番号）を聞き出そうとす
る事案が県内で発生しています。日本年金機構からそう
いった内容の電話をかけることはありませんので、ご注
意ください。
　また、もしそのような内容の電話があった場合には、
役場もしくは本渡年金事務所へご連絡ください。

　町長交際費とは、町
長が円滑な行政運営を
図るために町を代表し
て行う外部との交際に
要する経費です。クリー
ンな行政運営を目指す
苓北町では、町長交際
費を毎月公表します。

※来客用みやげの一括購入
（１件：２６，５０８円）を含む。

（平成３０年４月処理分）
区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
計

件数
０件
０件
０件
０件
０件
１件
２件
０件
３件

金　額  
0円
0円
0円
0円
0円

１０，０００円
29,508円

0円
39,508円

問　総務課　☎○内２０７

https://www.hellowork.go.jp
求  人  情  報求  人  情  報【常用一般分抜粋】５月１日現在

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号
1747981

1769281

1846581

1849881

1850181

1851081

1859281

1860381

1862981

1863581

1864481

1660781

1640681

1641981

1618981

1620881

1608381

1541281

1457681

1458981

1461281

1462181

1463081

1465681

1346481

1373281

1375081

苓北町
〃
〃
〃
〃
〃

天草市地区
苓北町
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

不問
不問
30歳以下
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
44歳以下
不問
不問
不問
59歳以下
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問

152,000円～200,000円

184,500円～203,000円

132,000円～150,000円

195,000円～215,000円

165,000円～180,000円

150,800円～162,800円

165,000円～187,500円

163,200円～181,200円

185,000円～253,000円

175,000円～213,000円

225,800円～280,800円

140,000円～200,000円

132,000円

174,750円

130,000円～200,000円

140,000円～200,000円

138,000円～161,000円

142,500円～165,000円

499,800円～539,400円

236,800円～280,800円

163,000円～184,200円

185,000円～253,000円

160,200円～173,200円

161,000円～230,000円

135,300円

138,000円～168,000円

138,000円～168,000円

     

自動車整備
土木作業員
プリント加工作業
看護師（はまゆう療育園）
准看護師（はまゆう療育園）
介護職（生活支援員）（はまゆう療育園）
准看護師
看護補助者
作業療法士
臨床検査技師
医事係長
ホテル接客係
清掃業務他
生コン車運転手
ホテルフロント
ホテルフロント
一般ゴミ収集、運搬
看護職員（正・准）
薬剤師（管理職候補）
事務・管理職候補
医療事務職
理学療法士
介護福祉士（はまゆう療育園）
現場監督・重機オペレーター作業員
医療事務
介護職
介護職

1人
2人
1人
1人
1人
1人
3人
3人
1人
1人
1人
1人
1人
2人
1人
1人
2人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
2人
1人
1人
1人

幸せにゴールイン （敬称略）

1819   広報れいほく ２０１８ ５月号広報れいほく ２０１８ ５月号

○国民年金の届け出・手続きを行ってください

○不審な電話にご注意ください！

□問　税務住民課　担当／田中め　☎○内１０６
　　本渡年金事務所　☎24－2112

６月休日当番医
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３７－０００１
☎３５－１１１９
☎３５－１１３３

６月　３日
10日
17日

24日

（日）
（日）
（日）

（日）

慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
猪口医院
苓北クリニック
苓北医師会病院

（内）
（外）
（内）
（小）

（内・消）
（内）

６月
休館日のお知らせ
麟泉の湯　　　　  ☎３５－３７７０
７日（木）・21日（木）
苓北町歴史資料館  ☎３５－０７１２
毎週木曜日
温泉プール　　　  ☎３５－３３０１
毎週水曜日
富岡ビジターセンター  ☎３５－０１７０
毎週水曜日



■ 発行／苓北町役場 〒863-2503 熊本県天草郡苓北町志岐660番地
　 ☎0969-35-1111 　 0969-35-2454 
■ 発行日／平成３０年5月２1日　■ 編集／総務課
■ 印刷／㈱印刷センター

告知端末の電源は入れておきましょう！

告知放送が聞こえないときは連絡を。総務課☎３５－１１１１

広
報れいほく ５月号（平成３０年）

携帯・スマートフォンでホーム
ページを見ることができます。
reihoku-kumamoto.jp

こ
の
ま
ち
で
︑
生
き
て
い
く
︒

（撮影＝2018（H30）年４月20日午後６時44分頃）

苓北の景
The Four Seasons, 
view of the town
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